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(百万円未満切捨て)

１．平成30年３月期第１四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年６月30日）
（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

　

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期第１四半期 5,949 3.2 95 △31.9 90 △32.5 54 △37.2

29年３月期第１四半期 5,763 9.9 140 6.7 134 9.7 87 16.7

(注)包括利益 30年３月期第１四半期 63 百万円 (△10.7％) 29年３月期第１四半期 70 百万円 (△18.4％)

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年３月期第１四半期 26.10 －

29年３月期第１四半期 41.54 －
　
（２）連結財政状態

　

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年３月期第１四半期 15,213 4,423 28.2

29年３月期 15,511 4,467 28.0

(参考) 自己資本 30年３月期第１四半期 4,292 百万円 29年３月期 4,338 百万円

　

２．配当の状況
　

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年３月期 － 0.00 － 50.00 50.00

30年３月期 －

30年３月期(予想) 0.00 － 50.00 50.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）
(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 12,175 7.8 280 12.7 264 10.5 175 11.0 83.38

通期 26,000 8.1 738 34.2 700 30.1 470 34.0 224.21

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　 新規 ―社 (社名) 、除外 ―社 (社名)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
　

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年３月期１Ｑ 2,100,000株 29年３月期 2,100,000株

② 期末自己株式数 30年３月期１Ｑ 64株 29年３月期 64株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期１Ｑ 2,099,936株 29年３月期１Ｑ 2,099,936株

　

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の条件に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想

の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信(添付資料)２ページ

「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善を受けて雇用情勢や設備投資の増加など景気は

緩やかな回復基調が継続しております。しかしながら米国をはじめ各国の経済動向などによる国内経済への影響が懸

念されるなど景気の先行きは不透明な状況が続いております。

自動車販売業界においては、ＥＶ・ハイブリッドなどの低燃費車の他、安全システム搭載車の発表・発売が続いて

おり、各社間競争の激しい状況が続くものと考えられます。

このような状況下、当社グループは、平成29年１月にオープンした亀山市のオートモール(新車・中古車の複合商業

施設)の他、中古車販売を支援するＩＴを駆使した物流を開始いたしました。しかしながら、販売費及び人件費の増加

及び亀山新店舗に係る設備費が増加いたしました。これらの結果、売上高は59億49百万円(前年同期比3.2％増)、営業

利益は95百万円(前年同期比31.9％減)、経常利益は90百万円(前年同期比32.5％減)、親会社株主に帰属する四半期純

利益は54百万円(前年同期比37.2％減)となりました。

セグメント毎の状況は以下の通りであります。

① 自動車販売関連事業

当セグメントにおきましては、新店舗効果はありましたが、新型車の発表・発売を控えた時期であったためモデル

末期の車種が中心となり、新車販売台数は前年同期比3.7％増の1,135台にとどまりました。一方、中古車販売台数は、

物流システムの見直し等により前年同期比11.7％増2,626台となりました。これらの結果、売上高は57億80百万円(前

年同期比3.2％増)となり、セグメント利益(営業利益)は1億31百万円(前年同期比30.9％減)となりました。

② 自動車リサイクル事業

当セグメントにおきましては、鉄・アルミ等の資源価格相場が緩やかながら回復傾向が継続しております。また、

リユースパーツ販売を強化することで安定した売上を確保することが可能となりました。生産台数(再資源化処理)は

前年同期比2.5％増の2,070台となり、使用済自動車の入庫が前年同期比36.7％増の2,240台となりました。これらの結

果、売上高は1億69百万円(前年同期比3.4％増)となり、セグメント利益(営業利益)は28百万円(前年同期比88.2％増)

となりました。

（２）財政状態に関する説明

① 資産の部

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末より2億97百万円減少し、152億13百万円となり

ました。これは主に、現金及び預金の減少1億27百万円、商品及び製品の減少2億11百万円等によるものであります。

② 負債の部

当第１四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末より2億52百万円減少し、107億90百万円となりま

した。これは主に、買掛金の減少3億55百万円、借入金の増加1億70百万円等によるものであります。

③ 純資産の部

当第１四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末より44百万円減少し、44億23百万円となりまし

た。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上54百万円、配当金の支払1億4百万円による利益剰余金の

減少等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

第２四半期(累計)及び通期の連結業績予想につきましては、概ね計画通り推移していることから、平成29年５月15

日公表の連結業績予想から修正は行っておりません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 706,238 579,086

受取手形及び売掛金 299,166 322,870

商品及び製品 2,643,274 2,431,433

仕掛品 1,853 4,182

原材料及び貯蔵品 29,629 35,331

その他 261,896 310,018

貸倒引当金 △380 △332

流動資産合計 3,941,678 3,682,590

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,573,366 3,515,874

土地 5,903,324 5,903,324

その他（純額） 1,066,901 1,081,152

有形固定資産合計 10,543,592 10,500,351

無形固定資産 57,730 59,454

投資その他の資産合計 968,036 971,340

固定資産合計 11,569,359 11,531,146

資産合計 15,511,037 15,213,736
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,605,166 1,249,603

短期借入金 4,441,478 4,802,103

未払法人税等 126,245 56,466

賞与引当金 148,770 78,300

その他 1,284,565 1,349,125

流動負債合計 7,606,226 7,535,598

固定負債

長期借入金 2,419,306 2,228,879

役員退職慰労引当金 282,775 278,806

退職給付に係る負債 672,806 686,320

その他 62,241 61,124

固定負債合計 3,437,129 3,255,130

負債合計 11,043,355 10,790,729

純資産の部

株主資本

資本金 1,161,078 1,161,078

資本剰余金 1,148,992 1,148,992

利益剰余金 2,045,996 1,995,821

自己株式 △107 △107

株主資本合計 4,355,959 4,305,784

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 20,832 23,449

退職給付に係る調整累計額 △37,873 △36,835

その他の包括利益累計額合計 △17,041 △13,386

非支配株主持分 128,764 130,609

純資産合計 4,467,682 4,423,007

負債純資産合計 15,511,037 15,213,736

決算短信（宝印刷） 2017年08月01日 11時54分 6ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



ＩＣＤＡホールディングス株式会社(3184) 平成30年３月期 第１四半期決算短信

― 5 ―

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高 5,763,802 5,949,955

売上原価 4,737,097 4,918,982

売上総利益 1,026,705 1,030,973

販売費及び一般管理費 885,733 935,018

営業利益 140,972 95,955

営業外収益

受取配当金 2,469 2,835

受取賃貸料 2,959 2,850

受取保険金 3,241 36,000

その他 1,590 2,127

営業外収益合計 10,260 43,814

営業外費用

支払利息 13,768 12,139

支払手数料 1,217 1,110

和解金 － 35,000

その他 1,639 659

営業外費用合計 16,624 48,909

経常利益 134,608 90,860

税金等調整前四半期純利益 134,608 90,860

法人税、住民税及び事業税 69,448 48,769

法人税等調整額 △23,839 △17,359

法人税等合計 45,609 31,410

四半期純利益 88,998 59,449

非支配株主に帰属する四半期純利益 1,757 4,627

親会社株主に帰属する四半期純利益 87,241 54,822
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

四半期純利益 88,998 59,449

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △19,244 2,616

退職給付に係る調整額 1,021 1,100

その他の包括利益合計 △18,223 3,717

四半期包括利益 70,774 63,167

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 69,019 58,477

非支配株主に係る四半期包括利益 1,755 4,690
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期
連結損益計算書
計上額(注)２自動車販売

関連事業
自動車

リサイクル事業
計

売上高

　外部顧客への売上高 5,600,101 163,701 5,763,802 ― 5,763,802

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

3,369 6,491 9,860 △9,860 ―

計 5,603,470 170,192 5,773,663 △9,860 5,763,802

セグメント利益 189,919 14,996 204,915 △63,943 140,972

(注) １．セグメント利益の調整額△63,943千円には、セグメント間取引消去481千円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△64,425千円が含まれております。全社費用は、報告セグメントに帰属しない純粋持株会社

である当社の子会社統括事業に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。

当第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期
連結損益計算書
計上額(注)２自動車販売

関連事業
自動車

リサイクル事業
計

売上高

　外部顧客への売上高 5,780,706 169,249 5,949,955 ― 5,949,955

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

3,546 7,494 11,040 △11,040 ―

計 5,784,252 176,743 5,960,996 △11,040 5,949,955

セグメント利益 131,208 28,223 159,431 △63,476 95,955

(注) １．セグメント利益の調整額△63,476千円には、セグメント間取引消去△495千円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△62,980千円が含まれております。全社費用は、報告セグメントに帰属しない純粋持株会

社である当社の子会社統括事業に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。
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